
CHAPTER 4

ナイトライフシーンを持続させるために
ナイトライフ産業におけるワーカーのための支援モデル
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はじめに01 INTRODUCTION

" パンデミック前は、自分は成功したアーティストだと思っていた。
今はどうすればホームレスにならないかを模索している "

 ー ANONYMOUS SURVEY SUBJECT, SUMER 2020

COVID-�� の蔓延を防ぐための世界的なロックダウンの一環として、���� 年 � 月にナイトライフは停止した。ナイトライフ産

業で働いていた人々は突然、仕事をなくす状態に陥った。���� 年の折り返し地点では、多くの国で感染率の上昇が続いており、

企業の倒産が続いている。ワクチンや迅速な検査技術などの励みになるようなニュースがあるにも関わらず、このパンデミッ

クは終わりそうになく、ナイトライフの閉鎖は一時的なものという希望は潰れてしまった。ナイトライフの芸術文化施設は最

初に閉鎖され、（再び）オープンするのは一番最後となるだろう。ナイトライフ産業で働いていた人々の状況は、悲惨である。

この文書は、政府や地域社会がその影響を軽減するために利用できる、世界中の実践的な戦略の紹介を目的とする。

パンデミックがクリエイティブ産業に与える経済的影響は驚異的だ。ブルッキングス研究所は、クリエイティブ部門において、

米国だけで今年の � 月 � 日から � 月 �� 日までの間に約 ��� 万人の雇用と �,��� 億ドルの売上高の損失を推定している。また、

最も包括的な支援を行ってきたドイツでは、���� 年夏の終わり頃の、クリエイティブ産業の失業率は全国平均より ��％以上

高く、パフォーマンスに依存する分野での失業率は、全国平均の �～� 倍となっている。ウイルスに非常にうまく対処してきた

韓国は、���� 年の最初の � ヶ月間の文化、娯楽、観光関連産業の損失を �� 億ドル（米国）と見積もっているが、これは観光

客の往来の損失が ��％に達したためである。

ナイトライフの労働者は、自分たちの収入がなくなるのを目の当たりにし、それ以来破産しない方法を模索してきた。一部の

労働者は救済資金や補助金を利用することができたが、それでは不充分だった。私たちは �� カ国の夜の芸術・文化産業に携わ

る ��� 人以上の個人を対象に調査を行った。��％が新型コロナウイルスによって収入を失い、援助を受けたのはわずか ��％（主

に失業支援）であり、受けている支援が有益であると主張したのはわずか ��％であった。調査対象になった人たちの中には救

済資金が尽きてしまい、追加の救済が行われていない者もいる。

ナイトライフの主要な拠点は都市部にあり、生活費が高く、経済的にも非常に不安定な状況にある。エッセンシャルワーカー

に分類されないナイトタイムエコノミーに従事する労働者は、貯金も含め、資金を使い尽くしている。ナイトライフ産業で生

計を立てていた家庭は、経済的な危機に瀕している。これらのダメージを元通りにするのは難しく、クリエイティブ産業で知

られている都市は脅かされている。また、調査では、ナイトライフ産業に従事する人たちのメンタルヘルスの問題も報告され

ている。

ナイトライフ産業は、そのビジネスモデル、政府のサービス、健康と社会的支援、文化的価値システムはなど、多くの構造的

な問題を抱えていたため、夜間労働者やクリエイティブ労働者における危機は、さらに大きくなっていた。国やコミュニティ

によっては、他の国よりも効果的なセーフティネットを提供しているところもある。

GNRP のこれまでの章では、クラブ、屋外スペース、インフラ、都市計画、ガバナンスといった場所や概念を扱ってきたが、

本章ではナイトライフに従事する人々について扱う。本章では、ナイトライフの労働者の現在のニーズ、パンデミックの間に

彼らが直面している障害、短期的な救済のためのツール、そしてこれらの労働者に緊急のリソースを提供しようとする際の課

題について概説している。さらに、労働者に向けて、より多くの安全・繁栄・尊厳を提供する持続可能なナイトタイムエコノミー

を生み出すであろう改革のための提言を行う。これらは、政府、夜間産業、またはその他の主体に向けられている。
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本書は以下のセクションに分かれている。

ナイトライフ・ワーカーとは？
現在のニーズ：ナイトライフ・
ナイトライフ・ワーカーのニーズに応えるための課題
提言・ケーススタディー紹介

�.
�.
�.
�.

a.
b.

短期的な解決策
持続可能な解決策

毎月の収入が瞬く間に消えてしまうことは、控えめに言っても辛かった。

本当に、本当に、
私（と息子）のための資金援助が必要。

私は生き延びるために、
プラスチックボトルを拾っている。

� 月から今までで私は約 � つ仕事を失った。
そのせいでお金がない。…何千ユーロもの。

わたしたちが仕事が都市の文化を象徴していたと
しても、一番助けが必要な今では全く目を向けて
くれない。呼吸もできていない状況にある。

土地所有者からのとてつもない圧力、ストレスと苛立ち、 
自分と家族を養うことができなく援助を頼りにしていることに対する
フラストレーション。
次の食事にもありつけないかもしれない。
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この章では、コンサートホール、ナイトクラブ、バー、映画館などでの、主にナイトタイムエコノミーにおけるクリエ
イティブ・セクターに焦点を当てている。また、従来はクリエイティブとは見なされていないこのセクターを支える職
業も含む。隣のページには夜間の経済活動において、ナイトライフを機能させるための数多くの職業のうちのいくつか
をリストアップしている。

ナイトタイムエコノミーにおける関係労働者を含む、ナイトライフの従事者はそれ自体がニッチではなく、より大きな
経済の重要な一部であるということで指摘をすることを目的とし、ナイトライフとクリエイティブ産業を検討するため
のより大きなレンズとして、夜の生活と夜の経済に新たに焦点を当てる。

ナイトライフ・クリエイティブ産業は、多くの地域、特に世界的に文化的に知られている地域において、経済活動の重
要な一部である。夜間労働者の内訳（午後 � 時～午前 � 時）を見ると、グレーター・ロンドンの ��� 万人の労働者のう
ち、��� 万人が夜間に働いており、文化・レジャー産業の �� 分の � を占めていると推定されている。外国生まれの労
働者に依存している産業のデータは十分ではないが、��.�％がレクリエーション活動（昼夜を問わず）で働いていると
されている。（Fernandez- Reino et al. (Fernandez- Reino et al, ����)

ナイトライフに関わる労働者は、このパンデミックの前から脆弱であったといえる。彼らはしばしば「見られていない」
のである。社会の他の人々から物理的に見られていない、経済調査で評価されていない、市民社会の代表ではない、そ
して、仕事や市民権で文書化されていないなど、クリエイティブな仕事は本質的に非常に不安定であることが多く、��
年の時間軸で見た際の離職率は ��％を超えている。

文化産業、特にナイトタイムエコノミーにおいては、生産者と消費者の間に永続的な不公平が存在することは、十分に
裏付けされてきた。社会的に排除され、差別されてきた多くのグループが、ナイトライフ文化を通じて生計を立てる手
段を見つけてきた。有色人種の人々や LGBTQIA+ のコミュニティは、今日私たちが知っているようなナイトライフ文化
を大きく生み出し、形作ってきた。

それにもかかわらず、ナイトライフに「避難場所」を求めた人種・性的マイノリティが感じたものと同様の社会的課題
がナイトライフ経済の中にも存在している。それは、トップ DJ の稼ぎ頭やナイトライフの経営者のほとんどが白人、
あるいは男性であることからも明らかだ。

ナイトタイムエコノミーに関わる仕事の性質も、ナイトライフ・ワーカーの脆弱性を助長している。ほとんどのナイト
ライフ・ワーカーは正社員ではなく、「ギグ」ワーカーである。Gig Economy Data Hub は、「ギグ」労働に関するさま
ざまな特徴を紹介している。
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「ギグ」ワーク

07

仕事の手配
ギグワーカーは、プロジェクトベースまたは特定のタスクのために、雇用主と短期間
の関わりを持つ傾向がある（フリーランス、臨時雇用、自営業、契約労働を含む）。

作業の分類
ギグワーカーは雇用主から正社員とは見なされず、分類もさまざま。多くの場合、彼
らは恩恵を受けておらず、他の労働者のように給与から税金が徴収されていない。

仕事の性質
ギグワーカーは、いつ、どのように仕事をするかについてある程度の柔軟性があり、
直接の監視に置かれない。

PHOTO: XVIIIZZ
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多くのナイトライフ・ワーカーは、ある意味でギグ・ワーカーと言える。その多くはシフトやパフォーマンスごとに給
料が支払われ、サービスが提供されなければ給料は支払われない。フリーランサーや自営業者が多く、失業した場合、
雇用主がいることを前提とした失業支援などの従来の救済措置を受けることはが困難だ。この章のために実施された調
査では、回答者の ��％が自分自身を「自営業者」と分類した。欧州委員会の推計によると、文化産業で働く自営業者は、
他の労働者の � 倍にのぼる。
ナイトライフ・ワーカーの持つ、より重大かつ構造的な問題は、通常の労働時間外に働くことに内在する課題によるも
のだ。ナイトライフ・ワーカーは「夜間労働者」として知られるより大きなグループの一部だ。ナイトライフ・ワーカー
は、建設作業員からレストランやバーの労働者、ライドシェアのドライバーまで様々である。これらの労働者は、様々
な要因により、搾取を受けやすい。移民であることや、夜の時間帯に行われることによる規制監督の欠如、また、夜間
労働者に対するスキルがないという偏見（彼らの仕事は、肉体労働が多い）が存在する。多くの夜間労働者はギグ・ワー
カーのカテゴリーにも該当する。彼らの労働条件や人口統計学的プロファイルにより、雇用者による搾取を受けやすい
立場にいるため、彼らの給料が最低賃金・生活賃金を下回って支払われていることもある。

加えて、夜間労働者は、都市における高速鉄道を簡単に利用できないため、夜間に仕事をすることが不便という課題に
直面している。このことは、仕事への往復に伴う労働者の安全性にも影響する。多くの企業が彼らのライフスタイルの
ニーズに合わせて営業していないため、一般的に夜間労働者の選択肢は限られており、彼らは通常の生活タスクや用事
を行うことにより、睡眠時間を削っている。

夜間労働者は、その労働の性質上、労働運動の大きな文脈の中では考慮されないことが多い。多くの市民イベントや運
動は、彼らが眠っている日中や、仕事に向かう早晩に行われる。また、労働時間が不規則であるため、安心感を与える
バランスがとれていないこともある。夜間労働者は組織化されていないことも多いため、国が労働問題に取り組むため
の政策を検討する際、夜間労働者達は話題に上らないのだ。
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事前の警告もなく世界中のナイトライフ会場が閉鎖され、退職金や緊急支援なしに多くの人が仕事を失った。パンデミッ
クが予想以上に長く続くことが明らかになったため、ナイトライフ・ワーカーが計画していたギグもキャンセルされ始
めた。コミュニティベースの援助は、一時的な緊急援助を提供したが、一部の政府は、経済衰退に対処する際に見落と
されがちな労働者よりも、多くの労働者を対象とした大規模な援助計画に取り組んでいる。パンデミックによって失業
した人々に経済的救済を提供するためにいくつかのプログラムが実施されたが、ナイトライフに従事する人々の多くが
その支援を受ける資格があったか、あるいは受けたかは不明である。

このパンデミックの間、ナイトライフの労働者が何を経験していたかを理解するために、また、パンデミックがこれら
の労働者に与えた影響について学ぶために、短いアンケートを実施した。この調査は � つの異なる言語に翻訳され、世
界中にオンラインで配信された。

�� の国と � 大陸から ��� 人以上の回答を得た。私たちのサンプルは米国と EU の対象者に偏っているが、以下の議論に
ある「Music In Africa Foundation」や「Music Workers Alliance」などが行った調査で補完している。
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“目的がないかのように、とても落ち込んでいて、喪失感を感じます。
食卓に食べ物を置くことさえもできない。”

“私たちは、見捨てられ、忘れられた。
私は怒っていて、悲しくて、途方に暮れていて、困惑している。”

・ 援助を受けた人の ��.�％しか「失業保険が充分だと思う」と答えていない
・ ��.�％が「部分的または一時的な援助で充分」と回答
・ ��% はビジネスに戻らないかもしれないと主張し、�% は戻らないと決めている
・ �% は戻ると言うが、能力が低下している

回答総数：���

自営業
78%

その他
22%

援助を受けている（主に失業手当）
49%

新型コロナウイルスにより収入を失う
98%

対象者が「最も必要としている」もの

現金支援
19％

家賃補助
19％

メンタル
ヘルス
支援
12％

異業種雇用
11％

無料・低コストの医療投薬
11％

その他
10%未満ずつ
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ヘルスケアとメンタルヘルスのサポート

私たちの調査では、メンタルヘルスに関する自由回答のコメントが多く集まった。パンデミックは、ナイトライフ労
働者の既存の状態を悪化させるだけだった。音楽業界におけるメンタルヘルスに関する Help Musicians (UK) の ����
年の調査では、回答者の大多数がパニック発作、高レベルの不安、またはうつ病を報告していることがわかった。こ
れらのメンタルヘルスに関する問題に対し、助けを求めたことがあると報告した回答者は、それほど多くはないこと
が明るみになった。

「ノーマル」な状況下では、ナイトライフの仕事は、起業家精神、職場内外での社会的な仲間意識、そして（アーティ
ストにとっては）エゴ中心の自己信頼に依存していることが多かった。ナイトライフ産業における、失敗は、頻繁に
起こり、その失敗は個人的なものであることが多く、セーフティネットもほとんど存在しない。このような状況が、
ナイトライフで働く人たちを、すでに不安定な立場に置いていた。

大半のナイトライフ・ワーカーは、���� 年 � 月に即収入がなくなってしまい、長期的な収入を得る機会もその後す
ぐになくなってしまった。そこには、ナイトライフ業界の不確実性とナイトライフ・ワーカーの立ち位置のため、基
本的なニーズを満たすことができないというストレスと絶望感が存在した。この業界の「シャットダウン」は孤立を
生み出し、多くの回答者が孤独を感じていると回答した。 Music Workers Alliance による調査では、長期的な離職に
対する不安が示されている。対象の � 分の � はクリエイティブな分野を離れることを検討しており、��％は経済的な
理由で引っ越しをしなければならなかった。彼らの仕事の性質上、すでにリソースへのアクセスが制限されているた
め、必要なメンタルヘルスサポートを得るのに苦労しているようだ。

調査の回答者の多くは、住宅や経済的支援の必要性を指摘しており、��％弱がこれが最も早急に必要であると答えて
いる。回答した人々の半数以下が金融支援を受けているが、彼らの生活ニーズを満たすには充分とはいえない。一部
の国では、強化された救済措置の支給があったが、数ヶ月前に期限が切れた。「Music In Africa」が実施した同様の調
査では、個人の経済的損失が大きいことが示されたが、対象者は民間の助成金が一番の希望だと答えていた。音楽労
働者同盟（Music Workers Alliance）の調査によると、雇用者ベースの支援を受けているクリエイティブワーカーは
少数派であることが示唆されている。

クリエイティブ産業の労働市場は、今後しばらくの間、非常に厳しいものになるかもしれない。これらのナイトライ
フ労働者への支援は、政府にとって多くの競合する資金需要の一つに過ぎないが、この需要は非常に長期的なものに
なるかもしれない。（長引く不況や、クリエイティブスペース、企業の大量閉鎖といった可能性が意味するのは、広
範で迅速な PCR テストやワクチンの入手可能性を超える経済的ニーズの拡大である。）
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“私はすごく絶望を感じている。というのも政府のパンデミックに対する極端な管理不足が、
ナイトライフとパフォーマンス・アーツを永遠に終わらせてしまったからだ。

ナイトライフとパフォーマンス・アーツは私が自分自身を表現するために使っていただけではなく、
精神安定剤だった。でも、今はもうなくなってしまった。”
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夜間労働者は組織化されておらず、手を差し伸べるのが難しい

多くの都市がナイトライフの重要性を認めている一方で、政府によるナイトライフ産業やその労働者を支援するための
大規模な活動はほとんど存在しない。ナイトライフ事業者は、政策に影響を与えることができる真の立法力や規制力を
持たないことが多い。ナイトライフの労働者とナイトライフを支援している人々の間に明確な草の根運動がなければ、
政府にロビー活動をしても政府内の協力者がナイトライフ・ワーカーを救済支援以外で擁護することは困難だ。しかし、
ギグ・ワーカーは、社員に対しての経済的な救済措置を取ることができる企業と関わりがない。これは、自営業者や独
立した請負業者とされている人たちに対しての責任を放棄する政策の結果である。
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ナイトライフは文化とビジネスという認識が必要

ナイトライフベニューやナイトライフに関わる企業が収益を生むビジネスであることは明らかだが、政府がナイトライ
フの文化的な意義を認めることは難しい。ナイトライフは「夜遊び」という経験を超え、様々な分野にわたる芸術と文
化を含む。労働者やパトロンとしてナイトライフに参加している人たちは、しばしば政治的に無視され、法律において
不当な処罰の対象となっている、社会的に疎外されたグループのメンバーである。ニューヨークで廃止されたキャバレー
法や日本の風営法のように、ある種のナイトライフを犯罪化した法律の多くは、特定のグループに対する過剰な取り締
まりによるものだ。

また、多くの政府がナイトライフの支援を検討する際には、道徳的な懸念もある。ドラッグやセックスが横行するシー
ンとしてのナイトライフの汚名は今もなお顕著である。過去 �� 年の間に、「ナイトメイヤー（夜の市長）」の出現と、
ナイトライフ産業を支援しようとする政府機関が世界的に発展してきたが、多くの地方自治体はナイトライフが持つ経
済的な機会を拡大するよりも、ナイトライフを制限することに重点を置いてきた。このような禁止主義的なガバナンス
のアプローチは、政府によるナイトライフの労働者を特別に支援しようとする意欲が少なかったためである可能性が高
い。

しかし、ナイトライフを支援することは、経済的なメリットが明らかに存在する。ナイトライフは産業であり、多くの
都市で経済の非常に重要な部分を占めている。多くのベニューが「小さなビジネス」で、国際的な大企業が所有してい
るわけではない。国際的なパフォーマーを誘致している会場でも、イベントをサポートするために地元のアーティスト
や制作スタッフを雇っている。ナイトライフの多くを特徴づける “small C” 文化は、シンフォニー・オーケストラの
ような “Capital C” 文化と並んで、文化的・政治的な正統性のために、またパンデミックの間の財政支援のために、重
要な産業として認識されるべきだ。
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このパンデミックからナイトタイムエコノミーを立て直す際は、夜の労働者にとってより持続可能で、回復力があり、
公平な環境を作り出す機会である。ナイトワークのいくつかの特徴には課題があるが、これらの懸念点を理解すること
で、ナイトタイムエコノミー全体の労働者の条件を改善する積極的な変化につながる可能性がある。

12

短期解決策

���� 年 � 月現在、世界的なナイトライフの閉鎖からほぼ � 年が経過したが、その間はナイトライフワークの収入源は
ほぼない。近い将来、ナイトライフの仕事の損失を補うためには、代替のビジネスモデルへの「ピボット」が有効だ。

直接的な金銭による補助は、ナイトライフの労働者にとっては、短期的な救済の最良の形である。これにより、労働者
は生活状況を安定させ、基本的なニーズに対応し、うまくいけば精神的な幸福度を向上させられるが、これは労働者を
支援する、たくさんの手段のうちの一つだ。その他の助成方法としては、共済やカルチュラルプロデューサーのための
新しい収入モデルなどがある。以下のセクションでは、政府、個人、コミュニティが利用できる創造的で有効な短期解
決策の例とケーススタディ（事例）を紹介する。

・　一般労働者への緊急支援
・　アーティストのための緊急助成金
・　相互扶助
・　政府の援助へのアクセス（CaseStudy：CARES for Music)
・　アーティストへの直接後援
・　クリエイティブワーカーに対する政府の救済（CaseStudy：南部アフリカの経験 )

PHOTO: BANTERSNAP
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芸術家のための緊急助成金

ニュージーランドは、インディペンデント・アーティスト、アート・プラクティショナー、あらゆる分野の芸術団体の
メンバーを対象とした緊急救済助成金基金に ���� 万ドル（NZ）を配分した。これは、���� 年 � 月から � 月までの間
に失われた収入に対する助成金を提供するものである。� 月には第二段階として、追加で ���� 万ドルをアートコミュ
ニティに投資する �� ヶ月間の計画が発表された。サンフランシスコ市も同様のプログラムを運営しており、��� 万ド
ル（米国）をアーティストや団体に提供している。オーストリア連邦芸術・文化・市民サービス・スポーツ省は、� 億
�,��� 万ユーロのシード・グラントと �,��� ユーロのロックダウン「ボーナス」、アーティストのための既存の社会保険
基金への注入など、セクター別の資金提供を行っている。

一般労働者のための緊急時の救済

救援活動は、国ごとでその数やデザインも様々である。ナイトライフ労働者とその雇用者の間には複雑な関係があるた
め、特定の援助がナイトライフ・ワーカーに届かない可能性もある。OECD は、自営業者やグレー・エコノミーの労働
者を見落とさないように、救済プログラムの資格基準を単純化することを推奨している。ドイツでは、パンデミックの
結果として一時的に仕事を失ったことによる収入の損失に対して、一部の金銭的補償を行っている。労働者は、毎月の
総給与の ��％以上の損失を示すことができれば、援助を受ける資格がある。この手当は ���� 年 � 月 � 日に遡って支給
され、失われた収入の最大 ��％を �� ヶ月間カバーするものである。

13

PHOTO: KRYS AMON
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相互扶助

政府の対応が不十分であることが多いため、相互扶助、資源とサービスの共有が、パンデミックへの重要な緊急対応と
して注目されている。多くのコミュニティと同様にナイトライフコミュニティも、食料、資金、その他のサービスを脆
弱な人々に提供するために組織化されている。ベニューでは、スタッフへの金融援助ためにクラウドファウンディング
を実施した。ナイトライフ・ワーカーは一体となって、パンデミックで経済的に影響を受けた同輩だけでなく、パンデ
ミックで壊滅的な被害を受けたグループに支援を提供するために、他の組織に対する追加の資金調達や、寄付を行なっ
た。資源や支援を直接的に提供できない人々も、この情報を他の人々と共有し、資金調達ネットワークの範囲を広げる
ことに協力した。

United We Stream Asia (UWSA) は、世界的な相互扶助ストリーミング運動 United We Stream に関する取組であり、
資金調達プラットフォームをつくるためのオープンソースモデルを提供している。UWSA は �� カ国 �� 都市で ��� 人
以上のアーティストをフィーチャーした �� 以上のストリーミングイベントを開催し、数百万のストリーム配信再生を
生み出し、参加会場やその従業員、イベントに雇用されているタレントや技術スタッフのために � 桁の寄付金を生み出
した。バンコクを拠点とする UWSA のオーガナイザーのフォン・リー氏によると、最も重要な影響は、このイベントが
生み出した認知度、コミュニティの結束、政治的な正統性だという。ベトナムでは、州の新聞が電子音楽について報道
したのは初めてのことだった。タイでは、夏の間ウイルスの感染レベルが非常に低かったため、シャットダウン中に構
築された結束力は、クラブが再開した際に地元のアーティスト中心のステージを提供した。フォン氏は、「この � ヶ月
間の間に、前 � 年間でシーンが成し遂げた成長を上回ったように感じる」と表現している。

NYC ナイトライフ・ユナイテッド（NNU）は、パンデミックへの対応とパンデミックによるナイトライフの停止によっ
て最も影響を受けた人々のために利用可能な金融支援が不足していることを受け、組成された。NNU の使命は、より強
く、より健康的で、より創造的なコミュニティとして再オープンすることを目的に、ニューヨーク市の公平で豊かなナ
イトライフ文化をつくること。BIPOC と LGBTQIA+ のコミュニティに安全な空間を提供する BIPOC が所有し、主導す
るビジネスの支援に主眼を置いており、この非営利組織は、地元の小規模な会場、アーティストマネジメント会社、財
団の連合によって設立された。彼らはバーチャルな資金調達イベントやクラウドファンディング、直接の寄付を利用し
て活動資金を調達しており、その中には小規模な会場や個人への無制限の助成金や食料配給を行う緊急資金も含まれて
いる。

Local Legends は、相互扶助による資金調達を目指す独立した会場や団体に、デジタルインフラ、専門的なサポート、マー
ケティングツールキットを提供するために設計された共同のクラウドファンディングイニシアチブだ。コジモ財団、
TicketSwap、GoFundMe の共同プロジェクトで、地元のパトロンとのつながりに焦点を当てたクラウドファンディン
グキャンペーンを運営するためのテンプレートを提供している。手数料や最低資金調達額は無料で、すぐにお金を引き
出すことができる。���� 年 �� 月現在、�� 以上の会場で �� 万ユーロ以上の資金を調達している。
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���� 年 � 月下旬、米国議会は、� 兆ドルの経済救済パッケージである「Coronavirus Aid, Relief, and Economic 
Security（CARES）Act」を可決した。���� 年 � 月に ���� 億ドルの資金が地方自治体や州政府に分配されたが、その
使途についてはほとんどガイダンスがないままであった。Sound Diplomacy と gener�tor は、データに基づいたキャ
ンペーンを行うことで、この資金の一部を音楽と文化産業に割り当てることができると考えた。そして、音楽、エンター
テイメント、文化産業が救済を受けられるための無料で実用的なガイドである「CARES for Music Toolkit」を作成した。
このツールキットには、CARES 法ガイドラインの概要、手順を詳細に示したガイド、地域社会における音楽の経済的影
響の証拠とデータ、既存の CARES プログラムのケーススタディ・データなどが含まれている。

���� 年 � 月の時点で、全米での CARES 資金の平均使用率は ��％にとどまっている。全米インディペンデント会場協会、
音楽ビジネス協会、全米インディペンデント・タレント協会、レコーディング・アカデミーなどは、このツールキット
を芸術文化機関や政府と共有するために協力している。
このような活動により、オクラホマ州タルサのプレイ・タルサ・ミュージックをはじめ、いくつかの成功例が出始めて
いる。テキサス州フォートワースでは、このツールキットのおかげで、会場とその従業員の収入は、COVID-�� の災害
前に失われた平均月収の � 倍にまで回復した。

15
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アーティストへの直接支援（DIRECT-TO-ARTIST PATRONAGE）

アーティストとファンとの関係は、ライブパフォーマンスに代わって、ストリーミング、相互扶助、サブスクリプション、
セールスが主な収入源となり、パンデミックの間の生命線となっている。ここ数十年の音楽市場の再編成により、スト
リーミングサービスが音楽の消費の主流となっていた。パンデミックの間、Spotify の株価は急騰し、この時期のデジ
タルメディアの消費の重要性が反映されたいた。多くの人にとって、ストリーミングによる収入（� 回の再生あたり数
セント）は、かつてライブパフォーマンスで稼いだお金の代わりにはなりえない。アーティストにとって、彼らに直接
的な収入を得る機会を増やすことができるより古典的なアーティストとファンの関係をつくる他のモデルへの転向も必
要だ。
直接的な収益を増やすため、Bandcamp、Patreon、Mixcloud Live の � つのモデルに関する詳細を、「持続可能な解決策」
のセクションで説明している。

アーティストとファンの直接的な関係から生まれた短期的なパトロンシップモデルが "Bandcamp Fridays " だ。イン
ターネット上の音楽販売プラットフォームである Bandcamp は、より公平なモデルで、アーティストや独立系レコー
ドレーベルとパトロンが直接つながることを目的に作られた。収益の ��-��% がアーティストやレーベルに支払われ、
Bandcamp は残りの処理手数料を受け取っている。同サイトは ���� 年に誕生し、���� 年からはプロテーブルとなっ
ている。���� 年 � 月には、世界的なシャットダウンへの対応として、月に � 度の金曜日に、その日に稼いだすべての
収益（処理手数料を差し引いた額）をアーティストやレーベルが受け取り、Bandcamp はその日の収益を放棄する

「Bandcamp Friday」を開始した。Bandcamp は最近、���� 年 � 月から �� 月までの � 回の Bandcamp Fridays で、
�,��� 万ドルの収益を得て、�� 万人が参加したと報告している。また、Bandcamp Fridays は ���� 年も継続すると発表し、
Bandcamp Friday の開催日を ���� 年 � 月から � 月までとしている。また、同サイトは先日、アーティストがチケット
付きのライブ配信を設定できるオンライン・ストリーミング・プラットフォーム「Bandcamp Live」を立ち上げ、グッ
ズ販売やチャット・サポートを統合して支援している。

クリエイティブワーカーを対象とした政府の優遇措置

南アフリカにおける救援物資の配給は、クリエイティブワーカーや夜間労働者に具体的な救援物資を提供するために政
府が取るべき手段の実例を示している。まず、これらの労働者が誰なのか、何人いるのか、彼らの損失とニーズの本質
は何なのかを理解しなければならない。私たちは、南アフリカの芸術文化救済プログラムの物語を、一国政府の支援の
例としてここに記録する。
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民主化以来 �� 年間、南アフリカの活気あるナイトライフは、肌の色や信条に関係なく、すべての人のものだった。
COVID−�� におけるアパルトヘイト時代の人種的な夜間外出禁止令とは異なり、すべての人に対して「Stay home( 家に
いてください )」という明確なメッセージとともに、ロックダウンが行われた。突如として、南アフリカの人たちは、
特権を持つ者と疎外された者の間でも、黒人と白人の間でも差別されることのない、人間の悲劇の現実に直面しなけれ
ばならなかった。

COVID-�� によるロックダウンに陥る前、クラブは大都市の至るところに広がっており、ナイトライフに関する事業を
展開する起業家は、それをでマネタイズできていた。
食べ物やタバコの売り子がクラブの外に屋台を出し、夕食をとれななかった人や、疲れすぎて朝食を食べるのに起きら
れなかった人に軽い食事を、タバコ一箱を買う余裕がなかった人のために一本の煙草を売っていた。ホームレスから駐
車場の警備員になった人たちでさえも、自動車の駐車スペースの所有権を獲得し、夜間の車の安全を少額の料金で見守っ
ていた。
ナイトライフには DJ、コメディアン、バンド、クラブやレストランのオーナー、バウンサー、バーのアテンダント、ウェ
イターやウェイトレス、会場の清掃員、夜の送迎サービスに至るまで、誰もが夜に関わっていた。

COVID-�� のロックダウンと夜間外出禁止令は、活気あるナイトライフにブレーキをかけ、「踊る自由」を背景に構築さ
れた南アフリカのナイトタイムエコノミーに影響を与えた。どこにも助けを求めて行くところがないので、政府に助け
を求めようとしたが、そこには「誰が支援を受ける資格を持ち、そうでないのか」という疑問があった。
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南アフリカの舞台芸術における COVID-19の影響

政府による国家非常事態状態の宣言は、インフォーマルセクターの人々に壊滅的な影響を与えた。���� 年 � 月 �� 日に
アクムエージェンシーによって行われたスナップ調査によると、約 ��� 万米ドルの所得に匹敵する損失があり、� ヶ月
のロックダウンによりに ��,��� の雇用が失われると推定された。以下は、その結果の一部を紹介する。

・　回答数：���
・　� 週間のロックダウンでキャンセルされたショー �,��� 件（南アフリカでは �,��� 件）
・　損益通算＋費用（概算）：��� 万ドル（米国）、��� 万ドル（南ア）
・　産業界の総従業員数：��,��� 名
・　アーティスト（�,��� 人）
・　駅・人員（�,��� 人）
・　キュレーター、ランナー、プロジェクトマネージャーを含むサポートスタッフ（�,��� 人）
・　照明、エンジニア、グラフィックを含む技術者（�,��� 人）
・　警備・舞台・音響を含むサービス提供者（�,��� 人）

南アフリカ文化観測所（SACO）の調査によると、この産業の GDP への貢献度は �� 億ドル（�.�％）と評価されており、
舞台芸術部門（主に音楽）の貢献度は � 億 ���� 万ドル、全雇用の ��� 万人（�％）となっていた。こ報告書によると、
パフォーマンスと祝賀会がパンデミックの影響を最も受けることになり、調査対象の ��％を占めるフリーランサーを中
心に、約 �� 億ルピー（� 億 �,��� 万米ドル）の GDP が減少すると推測された。

アフリカ大陸における情報源として最大リソースである Music in Africa も、インパクト調査を実施した。調査対象となっ
た個人の ��％、企業の ��％が、ロックダウンを乗り切るための他の収入源がなかったことがわかった。個人と企業ど
ちらも（約 ��％）、何らかの救済を必要としていた（Music in Africa, ����）。雇用保障も失業給付も健康保険もないギ
グエコノミーの中で、市民が政府に「私たちはどうなるのだろうか」と問いかけた。

政府の救済案

���� 年 � 月 �� 日、スポーツ・芸術・文化大臣（DSAC）は、スポーツを含む文化・クリエイティブ産業のための
COVID-�� 救済資金として � 億 �,��� 万ルピー（約 ��� 万米ドル）を確保すると発表した。

政府は以下の救済措置を提案した（米ドルの数字は概算）。

文化的・創造的な労働者、スポーツ選手、スポーツ関係者への一回限りの支払いで、一人当たり最大 �,��� 米ド
ルを上限とする。

・

承認されたプロジェクト � 件につき最大 �,��� 米ドルのバーチャルストリーミング用デジタルコンテンツへの資
金を提供する。

・

芸術・文化・スポーツのレジェンドには、一人当たり最高 ��� 米ドルの救済を提供する。（レジェンドプログラ
ムは、�� 歳以上の芸術・スポーツ従事者の貢献を認める政府のイニシアチブである。）

・



政府の救済措置の申請は �,��� 件あり、�,��� 件の業界から選ばれた審査員によって資金提供のために推薦された。オ
ンラインデジタルプロポーザル（DJ ロックダウンパーティー、ヒップホップロックダウンサイファー、オンラインコ
メディショーなどの仮想イベント）への申請は ��� 件あった。
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救済措置の救済 受理された申請 全体における割合

芸術＆文化 4.106

414

337

150

79.0%

9.6％

7.8％

3.5％

オンライン / デジタル提言

スポーツ / アスリート

芸術、文化＆スポーツレジェンド

PHOTO: SIPHO SITHOLE
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南アフリカには、文化的・クリエイティブセクターのために蓄積されてきた情報が少ない。歴史的な不均衡が続いてい
ることも課題であり、英語のみの申請フォーマットでは、支援を必要とする人たちの多くが申請書を提出することがで
きなかった。また、申請書の作成も非常に手間がかかり、複雑な作業となっていたり、IT 部門の容量の問題など、イン
フラの課題も存在した。

挑戦と経験

支援率の中には、金銭的な救済だけでなく、バーチャル領域でイノベーションを起こし、収入を生み出すためのリソー
スを提供するものも存在した。ConcertsSA による調査によると、パンデミックのずっと前からライブストリーミング
を始めたアーリーアダプターから、COVID-�� のロックダウン制限に対応した新規プレイヤーまで、多くのストリーミ
ングベンチャーが生まれてきている。調査対象となった企業のうち、��% のストリーミングベンチャーは、COVID-��
の制限に直接反応した最近の取り組みだ。ロックダウン中は、自宅コンサートのバーチャルストリーミングだけでなく、
コメディアンを含む DJ パーティやヒップホップのサイファーが南アフリカ人を楽しませていた。コンテンツ制作者は、
必要とされる収入を得るための新しい方法に適応していた。

作られたサブシステム

� 月には、継続的なニーズがあったため、DSAC は芸術分野に対する第二段階の救済を発表し、約 ��,��� 人に約 ����
万レアル（��� 万米ドル）の恩恵を与えた。総額は � 億 �,��� 万レアル（��� 万 US ドル）に上る。

���� 年 �� 月 �� 日、大統領はさらに、大統領雇用刺激策（PESP）を発表した。これは、スポーツを含む芸術と文化に
おける雇用を維持し、創出するための取り組みで、この目的のために割り当てられた合計金額は、��.� 百万米ドルだっ
た。 PESP は、政府によるさらなる試みで、政府はナイトタイムエコノミーを含むバリューチェーン全体で雇用と協力
の機会を創出する野心的な提案を募集することにより、クリエイティブエコノミーに予算を投資した。

追加の緩和および刺激策

PHOTO: SIPHO SITHOLE



短期的な解決策はパンデミックの間には役立つが、以前の状態に戻ることではないことは明らかだ。夜間労働者とナイ
トライフ産業全般を立て直し繁栄させるには、以前とは異なる政策やアイデアが実施されなければならない。ナイトラ
イフ・ワーカーが大切にされ、保護される環境をつくり、労働者が搾取されることを許してきた慣行を撤廃しなければ
ならない。ナイトライフ・ワーカーは、自分自身のために組織化して主張する力をもつべきであり、私たちはこのよう
な努力を支援しなければならない。パンデミック後のナイトライフは、将来の危機にも耐えうる、より公平で持続可能
なモデルに向かわなければならない。

民間も公共も、このパンデミックの間に経済的損失を経験しており、ナイトライフを支援するためのパートナーシップ
を構築することは、ナイトライフ経済の再起動を支援し、ナイトライフの労働者により公平なアクセスを提供するため
の良いモデルになるかもしれない。

 ● 政府
  ・ ナイトライフと夜間労働者の市民参加と測定方法の改善
  ・ 社会的セーフティネットの改善

 ●クリエイティブコミュニティ
  ・ クリエイティブ産業の民間支援を促進するためのインフラ整備（事例：コジモ財団）
  ・ 直接的なアーティスト・パトロン関係の拡大
  ・ 持続可能なネットワークと労働者の力の構築
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ナイトライフと夜間労働者の市民参加と評価の向上

多くの地域におけるナイトライフの文化的・経済的な重要性は充分に文書化されているが、政策決定においては、労働
者はしばしば無視され、目に見えない存在である。その決定は、ナイトライフ・ワーカーに悪影響を与えるか、彼／彼
女らを完全に排除するかのどちらかである。賃金格差があり、女性、LGBTQIA+、有色人種の移民コミュニティは、ナ
イトタイムエコノミー全体で搾取の対象となりやすい。

私たちが思うに、夜間労働者（ナイトライフ・ワーカーを含む）の労働条件は、UN���� アジェンダや持続可能な開発
目標（SDGs）、特にディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕事）と経済成長に関する持続可能な開発目標の
� 番目である「ディーセント」の条件を下回っている。

労働問題に対処する政策を決定する際には、昼間の労働と夜間の労働の両方が、都市の持続可能な運営にとっては重要
である。夜間労働者、組合員、社会科学者、政策立案者、研究者、規制当局、移民組織の間で、交錯する問題に対処す
るためのコミュニケーションが求められる。これらの問題の中には、移民であること、女性であること、低学歴である
こと、不安定な労働契約であることなどが含まれる。

労働統計や分析のためのデータ収集は、政策の情報提供に役立つため、夜間労働者や労働に該当する業種を含めなけれ
ばならない。夜間労働の「目に見えない」性質から、これは特に難しいことであるが、政策立案には不可欠である。

政府に向けての提言
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多くの国では、パンデミックで離職した労働者が雇用状況に関係なく、経済的・身体的な幸福を維持できるような、強
固な失業制度や普遍的な医療制度がない。堅牢なセーフティネットが、ギグワークに内在するリスクから労働者を守る
ために必要だと考えられる。

ナイトライフ・ワーカーのための社会的セーフティネットの改善

ユニバーサル・ベーシック・インカム（UBI）は、世界各国で提唱されてきた政府のプログラムであり、すべての成人
市民に対して、労働条件やその他の手段を問わず、定期的な支払いを保証するものである。技術の進歩により仕事の性
質が変化し、世界で最も裕福な国でも貧困が続いている中で、ユニバーサル・ベーシック・インカムは、市民が基本的
なニーズ（食料、住宅など）を満たすのを助け、経済的な障壁やその他の障壁のために以前は手の届かなかった試みに
人々が挑戦できる可能性を生み出す。ユニバーサルベーシックインカムはまた、すべての市民に同じ支払いを提供する
ことで、「公平な競争」を実現し、過小評価されているグループの貧困を緩和できるため、賃金や雇用の不平等を経験
しているグループを支援することができる。

ユニバーサルベーシックインカム

一部の政府はパンデミックの間、ギグワーカーが失業支援を受けられるように一時的にルールを変更したが、これは恒
久的に実施する必要がある。ギグ・ワークの本質は不安定性、つまり " 実存的、財政的、社会的不安 " だ。ギグ・ワー
クの不安定性が完全に取り除かれない限り、この不安定さはナイトライフの仕事の特徴として続くだろう。

失業支援の拡大

政府は、ライドシェアドライバーをライドシェア会社の従業員ではなく自営業者として分類し、既存の労働法の下での
権利を制限するような政策を促進するなど、ギグ・ワーク構造の搾取的な利用を制限するように働かなければならない。
また、これらの政策が負担にならないようにしなければならなく、時間のかかる官僚的なプロセスに労働者を巻き込む
必要がある。ナイトライフ・ワーカーは、これらの政策に関する対話に居合せる必要がある。

労働改革

クリエイティブ産業のために個人的なパトロン活動をやりやすくするためのインフラストラクチャーの構築が必要だ。

コミュニティのためのソリューション



オランダの都市フローニンゲンは、文化、創造性、革新的なビジネス精神に溢れている街だ。この街はナイトライフで
有名で、ヨーロッパで最も若年層の人口が多い街の一つだ。COVID-�� の流行以前から、会場やイベント主催者、文化
団体への資金提供は不十分で一貫性がなかった。���� 年に設立された COSIMO 財団は、文化・クリエイティブセクター
と企業とのより強力なコラボレーションがもたらす、ポジティブなインパクトを生み出すために設立された機関だ。パ
ンデミックは、都市の文化・クリエイティブセクターのための資金調達のニーズの大きさと、企業が社会的インパクト
を生み出すチャンスを浮き彫りにした。ナイトクラブは強制的な閉店により、すべての収益を失った。オランダの ING
銀行の報告書によると、ナイトライフ部門全体で約 ��％の損失が発生すると予測されている。

COSIMO 財団は、企業がクリエイティブなプロジェクトを効率的に見つけ、税金控除の対象となる寄付金で支援するこ
とを可能にする「マッチメーカー」モデルを実施しており、多くの国の税法がこれをサポートしている。

COSIMO モデルの仕組みを簡単に説明すると、以下のようになる。
クリエイティブセクターの「X」は、「サステイナブルな装飾と地元の DJ のみが参加するテクノパーティー」というプ
ロジェクトを �,��� ユーロの予算で申請。コジモ財団は、データベースに登録されている企業の中から、持続可能なプ
ロジェクトを支援することに興味を示した企業にアプローチする。そして、資金の有無を確認し双方の合意が得られれ
ば、マッチングの取引を進める。その後、企業から資金を受け取りプロジェクト先に送金し、法的な手続きを行うといっ
た流れだ。

この COSIMO モデルは、EU のほとんどの国や地域で適用することができ、法律や税額控除の分析を進めれば、このモ
デルを世界中の国で再現することも可能だ。同財団は現在オランダで活動しており、���� 年半ばには EU 圏外での活動
を開始する予定だ。もしこの COSIMO モデルが、世界中のナイトライフの代表者のための効率的な「緊急援助」として
見られるとすれば、その国際的な拡大には時間がかからないだろう。
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アーティストとパトロンの直接的な関係を広げる

音楽市場がライブパフォーマンスによる収益を重視する方向に動いたことで、クリエイターは脆弱になってしまった。
パンデミックは、このビジネスモデルの不安定な性質を露呈した。アーティストとパトロンの持続的な関係の構築は、
パンデミックの影響を受けたクリエイターを助け、今後はより持続可能な収入構築を可能にする可能性がある。

Patreon

Patreon は、会員制の定額制インターネットプラットフォームで、クリエイターがファンと直接関わることができ、そ
のファンはプラットフォームを通じて配信される限定コンテンツにお金を払えるシステムだ。クリエイターはコンテン
ツ配信のパラメーターを設定し、ファンは個々のコンテンツの購読または支払いを行う。このモデルでは、クリエイター
はより一貫性のある持続可能な収益源を持てるだけでなく、最も熱心なファンと直接コンタクトをとれる。パンデミッ
クの影響により、多くのクリエイターが収入源を広げるためにこのプラットフォームを利用しはじめている。世界的に
ロックダウンが始まった ���� 年 � 月の最初の � 週間の間に、� 万人の新規クリエイターが Patreon に参加した。

Mix Cloud Drive

シャットダウンが広がったことで、技術力のある DJ は様々なプラットフォームでのストリーミングによるバーチャル
イベントに移行した。一方、ソーシャルメディアプラットフォームに存在する著作権侵害やライセンスの問題により、
DJ が音楽を演奏することができなくなっている。レコードレーベルや音楽出版社とライセンス契約を長年結んでいる
ストリーミングサイトである Mixcloud は、DJ が主催するミックスショーやライブオーディオストリームを補完するた
めに、動画ストリーミングプラットフォームである Mixcloud Live を開始した。Mixcloud Live では、クリエイターは
DJ セットの録音済みビデオをアップロードしたり、ライブ DJ セットをパフォーマンスできる。このプラットフォーム
では、有料のサブスクリプションが必要となり、法外な費用がかかる場合がある。また、安定したインターネットへの
アクセス、DJ のセットアップ、十分なオーディオとビデオの出力が必要な場合は、DJ がライブストリームイベントに
参加できないこともある。Mixcloud 上の DJ には直接的な収益源はないものの、ライブや対面でのイベントを実施でき
ない間も、オーディエンスを増やすために有効だ。

Bandcamp

Bandcamp Fridays のイベント（前注）は、Bandcamp のプラットフォームによる、継続的なアーティスト・パトロン
との関係を築くためのよくできたモデルと、アーティストフレンドリーな財務モデルがあるため、直接的なパトロネー
ジュのための良いツールとなりえるということが明らかになった。このサイトは（ストリーミングではなく）販売を重
視しており、アーティストやレーベルは価格を設定でき、マージンは低い（��-��%）。サイトのパトロン購読モデルと
メーリングリスト機能により、アーティストやレーベルとファンとの継続的なコンタクトを可能にする。
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持続可能なネットワークとワーカーパワーの構築

ナイトメイヤーや政府のナイトライフ団体、地元の労働組織など、既存のリソースを通じた連携を構築するチャンスが
ある。これらの組織の外でも、ナイトライフ・ワーカーは安全に組織化して主張する方法を探さなければならない。



パンデミックはナイトライフに従事する人々と、彼らが働くスペースに大きな打撃を与えた。集客に依存して収益を上
げているクリエイティブスペースは、パンデミックの中で「最初にクローズし、最後にオープンする」ものであり、NIVA（ア
メリカ）や NTIA（イギリス）のような会場協会の推計によると、大多数のスペースは政府の援助がなければパンデミッ
クに耐えられないとのこと。また、そのような支援があるかどうかは非常に不透明である。
現在、そしてパンデミックが発生していない時期に、労働者、ビジネス、創造的なスペースのニーズに適切に対応する
ためには、ガバナンスが鍵となる。クリエイティブなコミュニティやクリエイティブビジネスへの補助金や支援の政治
的な優先順位が課題だ。

パンデミックが終わる頃には、夜間経済をすぐに " 再始動 " するためのスペースがもう残っていないかもしれない。ク
リエイティブスペースは、都市の中で最も不安定な土地利用の一つであり、流動的で競争の激しい不動産環境により危
機的な状況にあることが多い。既存の空間の保全と新たな空間の創造は、政府がナイトタイム（夜間）を正当にガバナ
ンスした上でコミットしたガバナンスのための場合にのみ可能となる。

政府は利害関係者と積極的に関わりを持ち、政策を通じてクリエイティブスペースの保護を優先させなければならない。
私が ���� 年の夏に実施した米国のナイトタイムエコノミー担当者によるシナリオ計画演習では、参加者はパンデミッ
ク後の状況として、ナイトライフで知られる商業地域は空室率が高く、アパートやオフィスを優先する不動産利権者の
ターゲットとなる可能性が高いことを認識した。クリエイティブスペースは新しい場所を見つけることができず、
LGBTQIA+ やマイノリティのナイトライフの” 飛び地” は失われていくだろう。一方で、ゾーニングコード（土地利用
規制）は、騒音や迷惑行為を発生させる可能性が高いと考えている施設に近隣住民が反対することが多く、新しいスペー
スを作ることの障害となっている。

おそらく最も重要なことは、夜間ガバナンスは長い間、消費を重視してきたことだ。だが、これは変わらなければなら
ない。経済促進、観光振興、都市開発、その他の経済開発戦略は、サービス業やクリイエイティブワーカー、疎外され
たグループのための雇用福祉、安全、そして機会を考慮することを放置している。

CASE STUDY：夜間のクリエイティブ産業の運営と未来のワークプレイス05 RECOMMENDATIONS & CASE STUDIES
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ナイトライフは誰かの生計を立てるための手段であるだけでなく、多くの人にとって文化的、社会的なライフラインで
もある。ナイトライフは長い間、社会で虐げられたり差別されたりしているグループのための拠り所となってきた。さ
まざまな音楽のジャンルや文化がナイトライフから生まれただけでなく、構造的不平等のために制限されている多くの
人々の社会的な動きや結束をもたらしし、機会を生み出してきたのだ。

しかし、ナイトライフはユートピアではなく、世界の多くの地域で見られるような構造的な人種差別、性差別、外国人
恐怖症等の差別がないわけではない。ナイトライフで最も人気のあるパフォーマーや稼ぎ頭をリストアップしたメディ
アの報道は、世界中の様々なジャンルやシーンで創作活動を行っている人々の真の姿を反映しているとは言えない。パ
ンデミックは、この業界の真の創造者である最も脆弱な人々に不平等な扱いをもたらし、私たちはより良い方法を取ら
なければならない。

必要最低限の生活を送るために、（個人が）価値を証明しなければいけないことはない。政府は、ナイトライフ・ワーカー
がいつでも、特に危機的な状況下でも自分たちの生活を維持できるように、保護・支援する努力をしなければならない。
ナイトライフ・ワーカーは、組織化と擁護活動を通じて、業界をより公平なモデルへと移行させるために、文化労働者
として、また都市の活力に大きく貢献している者として、自分たちの力を認識しなければならない。

ナイトライフを形作り、サポートしている人たちに対する不平等をこれ以上無視することはできない。また、大幅な制
度的変化なしにナイトタイムエコノミーを再開することはできない。よりレジリエンス（回復力）のあるナイトタイム
エコノミーを構築することは、コラボレーションと創造によって生み出され、すべての人のための空間としての原点を
守りながら、より包括的な場をつくていくことになるだろう。

結論06 Conclusion
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